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旧
統
一
教
会
の
創
始
者
で
あ
る
文
鮮
明
氏
の
上
陸
特
別
許
可
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管
法
）
は
、
「
日
本
国
又
は
日
本
国
以
外
の
国
の
法
令
に
違
反
し
て
、
一
年
以
上
の
懲

役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
者
」
（
第
五
条
第
一
項
第
四
号
）
を
上
陸
拒
否
の

対
象
と
す
る
一
方
、
上
陸
拒
否
事
由
に
該
当
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
「
法
務
大
臣
が
上
陸
を
特
別
に
許
可
す
べ
き
事
情
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
」
（
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
）
は
、
そ
の
者
の
上
陸
を
特
別
に
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。 

 

平
成
四
年
に
旧
統
一
教
会
の
創
始
者
で
あ
る
文
鮮
明
氏
が
我
が
国
へ
の
入
国
を
希
望
し
た
際
、
法
務
省
は
、
文
氏
が
過
去
に

米
国
に
お
い
て
所
得
税
法
違
反
に
よ
り
一
年
を
超
え
る
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
上
陸
を
拒
否
す
る
方
針
で
あ
っ
た

が
、
自
由
民
主
党
の
金
丸
信
議
員
（
当
時
の
同
党
副
総
裁
）
が
文
氏
の
身
元
を
保
証
し
た
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
入
国
を
認
め

た
。
こ
の
事
実
は
、
令
和
五
年
四
月
に
韓
国
外
務
省
が
公
開
し
た
外
交
文
書
に
よ
り
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 

文
氏
の
入
国
を
認
め
た
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
「
文
鮮
明
氏
は
、
入
管
法
第
十
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
法

務
大
臣
の
裁
量
的
処
分
で
あ
る
上
陸
特
別
許
可
を
受
け
て
入
国
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
上
陸
特
別
許
可
の
許
否
判
断

に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
、
上
陸
を
希
望
す
る
理
由
、
該
当
す
る
上
陸
拒
否
事
由
の
内
容
、
上
陸
拒
否
事
由
が
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発
生
し
て
か
ら
経
過
し
た
期
間
、
内
外
の
諸
情
勢
そ
の
他
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
い
ま
す
。
」
「
刑
の
確
定
後
既

に
七
年
が
経
過
し
て
い
た
こ
と
、
入
国
目
的
が
朝
鮮
半
島
及
び
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の
在
り
方
に
つ
い
て
我
が
国
の
国
会
議
員

の
会
の
方
々
と
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
、
一
週
間
程
度
の
短
期
間
の
滞
在
で
あ
り
布
教
活
動
は
し
な
い
と
の
誓
約

が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
結
果
、
上
陸
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
い
ず
れ
も
令
和
五

年
四
月
十
日
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
・
松
野
博
一
内
閣
官
房
長
官
）
、
「
文
氏
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
法
務
大
臣
が
当

時
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
結
果
、
法
令
上
の
根
拠
に
基
づ
き
上
陸
を
認
め
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
当
時
の
法
務

大
臣
の
判
断
と
し
て
は
適
切
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
」
（
令
和
五
年
四
月
二
十
四
日
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員

会
第
一
分
科
会
・
門
山
宏
哲
法
務
副
大
臣
）
な
ど
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

出
入
国
在
留
管
理
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
る
出
入
国
管
理
統
計
に
よ
る
と
、
文
氏
が
入
国
し
た
平
成
四
年
の

上
陸
特
別
許
可
の
総
数
は
千
二
百
二
十
七
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
入
管
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
の
上
陸
拒
否
事
由
に
該

当
す
る
者
に
上
陸
特
別
許
可
を
付
与
し
た
件
数
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

令
和
五
年
四
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
に
お
い
て
、
門
山
法
務
副
大
臣
は
「
上
陸
許
可
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を
し
た
者
の
う
ち
、
過
去
に
罪
を
犯
し
た
者
の
数
は
何
件
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
指
摘
の
数
に
つ

い
て
は
、
統
計
と
し
て
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
上
陸
を
特
別
に
許
可
し
た
者
の
う
ち
、
法
令
違
反
に

よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人
数
を
政
府
が
把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
水
際
対
策
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
我
が
国
の
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
問
題
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

文
氏
は
入
国
後
、
千
人
規
模
の
信
者
に
対
す
る
講
義
等
を
行
う
な
ど
、
布
教
活
動
を
し
な
い
旨
の
誓
約
や
入
国
目
的
に
反

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
も
な
お
、
文
氏
に
対
す
る
上
陸
特
別
許
可
は
適

切
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
し
た
時
点
で
即
時
に
上
陸
特
別
許
可
を
取
り
消
し
、

退
去
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

文
氏
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
上
陸
特
別
許
可
が
今
後
も
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
我
が
国
に
対
す
る
害
意
を

も
っ
て
入
国
し
よ
う
と
す
る
者
が
時
の
政
権
と
の
密
接
な
関
係
を
背
景
に
上
陸
特
別
許
可
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国

の
国
益
を
損
な
う
結
果
を
招
く
こ
と
を
阻
止
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
般
に
、
上
陸
特
別
許
可
に
係
る
法
務
大
臣
の

裁
量
は
、
講
学
上
の
い
わ
ゆ
る
「
羈
束
裁
量
」
と
い
う
よ
り
は
「
自
由
裁
量
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
国

益
を
害
す
る
危
険
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
法
務
大
臣
の
裁
量
権
の
幅
は
縮
小
さ
れ
、
毅
然
と
し
て
上
陸
を
拒
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否
す
る
義
務
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


